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史
料
紹
介

東
山
天
皇
御
即
位
図
屏
風
の
左
雙
は
霊
元
上
皇
の
譲
位
移
徙
御
幸
図

所

功

□
キ
ー
ワ
ー
ド

小
原
家
文
庫

東
山
天
皇
の
御
即
位
図
屏
風

霊
元
上
皇
の
譲
位
移
徙
御
幸

院
中
番
衆
所
日
記

无
上
法
院
殿
御
日
記

一
、
小
原
利
康
氏
収
集
の
大
礼
関
係
資
料

今
上
陛
下
は
、
昭
和
六
十
四
年
（
一
九
八
九
）
一
月
七
日
、
父
帝
の
崩
御
（
朝
六
時
半
）
後

ま
も
な
く
「
剣
璽
等
承
継
の
儀
」
に
よ
り
践
祚
さ
れ
た
。
そ
の
昼
す
ぎ
、
新
し
い
元
号
が
「
平

成
」
と
定
め
ら
れ
た
際
、
私
は
Ｎ
Ｈ
Ｋ
特
別
報
道
番
組
の
解
説
を
依
頼
さ
れ
、
年
号
＝
元
号
制

度
の
来
歴
な
ど
に
つ
い
て
説
明
し
た
こ
と
が
あ
る
。

そ
れ
か
ら
数
日
後
、
番
組
を
御
覧
に
な
っ
た
横
浜
市
の
小
原
利
康
氏
か
ら
京
都
産
業
大
学
に

電
話
が
あ
り
、
三
十
年
程
前
か
ら
収
集
に
努
め
て
き
た
大
礼
（
即
位
式
・
大
嘗
祭
な
ど
の
総
称
）

関
係
の
資
料
を
調
べ
に
来
て
ほ
し
い
と
の
依
頼
を
受
け
た
。
そ
こ
で
、
そ
の
こ
ろ
神
社
本
庁
に

い
た
牟
禮
仁
氏
や
國
學
院
大
學
の
岡
田
莊
司
氏
な
ど
を
誘
い
、
数
回
お
訪
ね
し
て
概
要
を
調
べ

さ
せ
て
頂
い
た
。
そ
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
は
、
江
戸
時
代
か
ら
明
治
・
大
正
・
昭
和
に
及
び
、
多

種
多
様
に
亘
る
が
、
い
ず
れ
も
質
が
高
く
、
す
で
に
仮
目
録
も
作
ら
れ
て
い
た
。

よ
っ
て
、
翌
平
成
二
年
十
一
月
の
即
位
式
と
大
嘗
祭
に
先
立
ち
、
近
現
代
皇
室
研
究
者
で
も

あ
る
共
同
通
信
社
会
部
長
の
高
橋
紘
氏
ら
と
企
画
し
た
「
即
位
儀
礼
に
み
る
宮
廷
文
化
展
」（
八

月
〜
十
月
、
全
国
四
会
場
巡
回
）
の
た
め
に
、
小
原
氏
所
蔵
の
優
品
を
数
多
く
出
展
さ
せ
て
い
た

だ
い
た
。
し
か
も
、
そ
の
後
、
同
氏
か
ら
大
礼
関
係
資
料
の
大
部
分
を
大
切
に
保
管
し
有
効
に

活
用
し
て
も
ら
え
る
所
が
あ
れ
ば
、
一
括
寄
贈
し
て
も
よ
い
と
の
申
し
出
を
承
っ
た
。

そ
れ
は
重
大
な
案
件
に
て
、
い
ろ
い
ろ
な
方
と
相
談
し
た
上
で
、
将
来
の
こ
と
を
考
え
れ
ば
、

私
の
勤
務
先
よ
り
も
皇
學
館
大
学
の
神
道
博
物
館
に
寄
贈
し
て
い
た
だ
く
こ
と
が
一
番
よ
い
と

い
う
結
論
に
達
し
た
。
そ
こ
で
、同
館
学
芸
員
の
岡
田
芳
幸
氏
が
小
原
氏
の
所
へ
何
度
も
窺
い
、

同
家
か
ら
の
運
び
出
し
か
ら
、
受
け
入
れ
後
の
整
理
（
特
に
詳
細
な
目
録
作
成
）
ま
で
、
一
切

の
実
務
を
誠
実
に
為
し
遂
げ
て
く
れ
ら
れ
た
こ
と
に
は
、
小
原
氏
も
十
分
に
満
足
さ
れ
、
私
と

し
て
も
感
謝
に
た
え
な
い
。

二
、
鈴
鹿
家
襲
蔵
の
大
嘗
祭
資
料
と
共
に

つ
い
で
、
平
成
元
年
二
月
二
十
四
日
、
昭
和
天
皇
の
御
大
喪
に
際
し
て
も
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
特
番
の

実
況
中
継
に
協
力
を
求
め
ら
れ
解
説
に
あ
た
っ
た
。
そ
し
て
翌
週
、
大
学
へ
出
た
と
こ
ろ
、
学

内
診
療
所
の
米
田
道
正
所
長
か
ら
、
友
人
の
鈴
鹿
長
雄
氏
が
、
家
蔵
の
大
嘗
祭
資
料
や
関
連
文

書
類
を
私
に
調
べ
て
ほ
し
い
、
と
言
っ
て
お
ら
れ
る
と
伝
え
ら
れ
た
。

そ
こ
で
早
速
、
同
僚
の
若
松
正
志
教
授
ら
と
参
上
し
、
応
接
間
に
所
狭
し
と
並
べ
ら
れ
た
資

料
の
山
を
見
て
驚
い
た
。「
大
嘗
祭
史
料
」
の
主
要
な
も
の
は
、
大
阪
教
育
大
学
名
誉
教
授
の
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鳥
越
憲
三
郎
氏
ら
が
写
真
と
翻
刻
を
柏
書
房
か
ら
出
版
さ
れ
て
い
た
。
け
れ
ど
も
、
江
戸
時
代

の
大
嘗
祭
に
実
用
さ
れ
た
貴
重
な
品
々
の
迫
力
は
、
筆
舌
に
尽
し
難
い
。
よ
っ
て
、
そ
の
う
ち

の
十
数
点
を
、
前
記
の
展
覧
会
に
出
し
て
頂
い
た
。

し
か
し
、
そ
の
全
容
を
調
査
す
る
こ
と
は
、
私
の
手
に
負
え
な
い
の
で
、
大
嘗
祭
の
研
究
に

専
念
し
て
い
た
皇
學
館
大
学
神
道
研
究
所
の
加
茂
正
典
氏
と
同
神
道
博
物
館
の
岡
田
芳
幸
氏
、

お
よ
び
京
都
産
業
大
学
の
若
松
正
志
氏
ら
に
協
力
を
求
め
た
。
そ
れ
か
ら
数
年
間
、
加
茂
氏
が

中
心
と
な
っ
て
何
十
回
も
通
い
、
丹
念
に
精
査
を
進
め
た
（
若
松
氏
中
心
の
グ
ル
ー
プ
も
、
関
係

文
書
を
調
査
し
、
報
告
書
を
ま
と
め
て
い
る
）。

そ
の
う
ち
に
、
鈴
鹿
家
の
当
主
長
雄
氏
か
ら
、
吉
田
家
の
も
と
で
宮
廷
祭
祀
に
奉
仕
し
て
ま

た
当
家
に
伝
わ
っ
た
も
の
だ
か
ら
、
末
永
く
保
管
し
て
も
ら
え
る
所
と
し
て
、
皇
學
館
大
学
に

寄
託
し
た
い
と
の
申
し
出
が
あ
っ
た
。
そ
こ
で
、
前
記
の
小
原
家
資
料
の
寄
贈
と
共
に
、
鈴
鹿

家
史
料
の
寄
託
も
、
皇
學
館
大
学
で
受
け
て
も
ら
う
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

三
、
小
原
家
か
ら
寄
託
の
「
東
山
天
皇
御
即
位
図
屏
風
」

こ
う
し
て
奇
し
く
も
即
位
式
と
大
嘗
祭
に
関
す
る
貴
重
な
史
資
料
が
、
皇
學
館
大
学
の
神
道

博
物
館
に
納
ま
っ
た
。
そ
の
一
部
は
、
岡
田
氏
と
加
茂
氏
が
調
査
と
研
究
の
成
果
を
公
表
し
つ

つ
あ
る
が
、
今
後
さ
ら
に
多
く
の
人
々
に
活
用
さ
れ
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。

そ
れ
に
先
駆
け
て
、
昨
年
十
一
月
、
大
正
四
年
（
一
九
一
五
）
年
の
大
礼
か
ら
満
百
年
に
ち

な
み
、
そ
れ
が
東
京
で
な
く
京
都
で
行
わ
れ
た
（
昭
和
三
年
の
大
礼
も
同
様
）
意
義
を
、
京
都
の

人
々
に
再
認
識
し
て
も
ら
う
に
は
、大
礼
関
係
の
展
覧
会
を
開
く
に
如し

く
は
な
い
と
思
い
立
ち
、

装
束
店
井
筒
な
ど
の
協
力
を
得
て
、
よ
う
や
く
今
秋
（
九
月
〜
十
一
月
）
洛
南
の
京
セ
ラ
美
術

館
と
城
南
宮
を
会
場
に
「
近
世
京
都
の
宮
廷
文
化
展
」
を
開
催
し
た
。
そ
こ
に
出
陳
し
て
い
た

だ
い
た
も
の
は
、
大
半
が
前
記
の
小
原
家
旧
蔵
品
に
ほ
か
な
ら
な
い
。

し
か
も
、
そ
れ
以
外
に
も
う
一
点
、
小
原
家
所
蔵
の
貴
重
な
逸
品
を
出
し
て
貰
う
こ
と
が
で

き
た
の
は
、
貞
享
四
年
（
一
六
八
七
）
の
「
東
山
天
皇
御
即
位
図
屏
風
」
で
あ
る
。
た
だ
し
、

こ
れ
は
利
康
氏
が
収
集
さ
れ
た
の
で
は
な
く
、
同
夫
人
の
雅
子
様
が
祖
父
か
ら
受
け
継
が
れ
た

も
の
で
、
そ
の
祖
父
様
は
戦
前
か
ら
軽
井
沢
で
旅
館
業
を
営
み
、
そ
こ
で
長
ら
く
世
話
を
さ
れ

た
ド
イ
ツ
人
の
将
校
が
、
帰
国
の
際
お
礼
と
し
て
こ
の
屏
風
を
贈
ら
れ
た
と
い
う
。

そ
こ
で
、
小
原
氏
は
自
身
の
収
集
品
と
は
区
別
し
、
こ
れ
を
神
奈
川
県
立
歴
史
博
物
館
に
預

け
て
お
ら
れ
た
。
そ
れ
を
平
成
二
年
の
前
記
巡
回
展
覧
会
に
出
し
て
頂
い
た
こ
と
が
あ
る
の

で
、
今
秋
の
京
セ
ラ
美
術
館
展
覧
会
に
も
出
し
て
頂
け
な
い
か
、
同
夫
妻
の
御
遺
族
に
お
願
い

の
電
話
を
し
た
と
こ
ろ
、
即
座
に
快
諾
さ
れ
た
。

よ
っ
て
、
神
奈
川
県
立
歴
史
博
物
館
に
連
絡
す
る
と
、
担
当
の
学
芸
部
長
か
ら
、
た
ま
た
ま

同
館
は
今
秋
か
ら
三
年
間
、
全
面
改
修
に
入
る
の
で
、
寄
託
品
な
ど
を
所
蔵
者
に
返
却
し
た
い

と
考
え
て
い
た
矢
先
だ
と
言
わ
れ
た
。
そ
れ
を
御
遺
族
に
伝
え
て
、
一
緒
に
同
館
へ
参
上
し
た

際
、
も
し
こ
の
機
会
に
同
屏
風
を
皇
學
館
大
学
の
神
道
博
物
館
へ
寄
託
し
て
頂
け
な
い
か
尋
ね

た
と
こ
ろ
、
そ
う
し
て
も
ら
え
た
ら
両
親
も
喜
ぶ
に
ち
が
い
な
い
と
言
わ
れ
た
。

そ
の
結
果
、
こ
の
屏
風
は
、
十
一
月
十
三
日
ま
で
京
セ
ラ
美
術
館
に
展
示
さ
れ
た
後
、
他
の

小
原
家
文
庫
資
料
と
共
に
伊
勢
へ
運
ば
れ
た
。
そ
れ
に
は
、
京
都
産
業
大
学
で
「
後
桜
町
女
帝

宸
記
」（
京
都
御
所
東
山
御
文
庫
架
蔵
勅
封
御
物
）
を
一
緒
に
読
ん
で
き
た
近
世
宮
廷
文
化
研
究
者

の
吉
野
健
一
氏
（
京
大
修
士
卒
）
が
献
身
的
に
協
力
し
て
く
れ
ら
れ
た
。

四
、「
東
山
天
皇
御
即
位
図
屏
風
」
の
右
雙

こ
の
屏
風
は
、
六
曲
一
双
で
、
右
雙
も
左
雙
も
同
じ
く
縦
一
四
〇
・
六
㎝
×
横
三
五
八
・
六
㎝

あ
り
、
保
存
状
態
が
良
く
彩
色
も
美
し
い
。

こ
の
う
ち
、
右
雙
は
貞
享
四
年
（
一
六
三
八
）
四
月
二
十
八
日
に
挙
行
さ
れ
た
東
山
天
皇
の

即
位
式
を
描
い
た
も
の
と
み
て
間
違
い
な
い
。
そ
れ
は
幸
い
小
原
家
文
庫
の
中
に
「
東
山
天
皇

御
即
位
式
之
図
」（
一
鋪
、
紙
本
彩
色
図
、
縦
二
五
八
㎝
×
横
二
七
〇
㎝
）
が
あ
り
、
そ
の
紫
宸
殿

皇
學
館
大
学
研
究
開
発
推
進
セ
ン
タ
ー
紀
要

第
三
号
（
平
成
二
十
九
年
三
月
）
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内
に
据
え
ら
れ
た
高
御
座
や
調
度
、
お
よ
び
同
南
庭
に
並
ぶ
四
神
旗
な
ど
大
小
の
旛
な
ど
に
所

役
の
官
名
・
姓
名
が
詳
し
く
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
と
照
合
す
る
と
、
屏
風
に
描
か
れ
る
所
役

配
置
も
官
名
・
姓
名
の
注
記
も
、
ほ
ぼ
完
全
に
一
致
す
る
。

そ
の
上
、
右
の
「
東
山
天
皇
御
即
位
式
之
図
」
に
は
書
か
れ
て
い
な
い
が
、
こ
の
屏
風
に
は

高
御
座
の
八
角
屋
形
内
に
少
年
天
子
、
そ
の
壇
上
右
奥
に
摂
政
が
描
か
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、

数
え
十
三
歳
で
即
位
さ
れ
た
東
山
天
皇
と
三
十
六
歳
で
摂
政
と
な
っ
た
一
条
冬
経
、
と
み
て
間

違
い
な
い
で
あ
ろ
う
。

五
、
霊
元
上
皇
か
ら
東
山
天
皇
へ
の
剣
璽
渡
御

一
方
、
左
雙
は
、
牛
車
を
先
頭
に
描
い
た
行
列
図
で
あ
る
。
そ
し
て
、
平
成
二
年
の
『
即
位

儀
礼
に
み
る
宮
廷
文
化
展
』
の
図
録
に
「
資
料
解
説
」
を
國
學
院
大
學
の
西
牟
田
崇
生
氏
に
執

筆
を
し
て
も
ら
っ
た
段
階
で
は
、
こ
れ
を
「
霊
元
上
皇
か
ら
東
山
天
皇
へ
剣
璽
（
三
種
の
神
器

の
う
ち
の
剣
璽
）
渡
御
の
行
列
図
」
と
推
定
し
て
い
る
。

そ
こ
で
、
今
秋
の
「
近
世
京
都
の
宮
廷
文
化
展
」
用
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
「
展
示
品
解
説
」
に
も

同
趣
の
説
明
を
載
せ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
会
期
の
途
中
に
疑
問
が
湧
き
、
現
在
勤
務
し
て
い

る
モ
ラ
ロ
ジ
ー
研
究
所
で
宮
内
省
編
『
天
皇
皇
族
実
録
』
近
世
篇
（
ゆ
ま
に
書
房
、
平
成
十
八
年

刊
、
東
大
史
料
編
纂
所
Ｗ
Ｅ
Ｂ
公
開
）
を
調
べ
た
。

す
る
と
、『
東
山
天
皇
実
録
』
貞
享
四
年
三
月
二
十
一
日
条
に
、
東
山
天
皇
が
霊
元
上
皇
よ

り
「
土
御
門
内
裏
（
現
在
の
京
都
御
所
と
同
じ
場
所
）
ニ
於
テ
受
禅
ア
ラ
セ
ラ
ル
。」
と
の
綱
文

を
立
て
、
左
大
臣
（
の
ち
関
白
）
近
衛
基
熙
（
四
十
歳
）
の
『
基
熈
公
記
』
か
ら
、
次
の
よ
う

な
記
事
を
引
い
て
い
る
（
刊
本
四
九
〜
五
〇
頁
、
傍
点
・
句
読
点
・
返
点
等
は
引
用
者
、
以
下
同
、
尚

ⓐ
と
ⓑ
の
間
の
「
即
位
室
令
」
省
略
）。

ⓐ
一
、
剱﹅

璽﹅

渡﹅

御﹅

行﹅

列﹅

大
概
如
レ
此
、

左
衛
門
府
、
府
生

府
生

志

尉

志

尉

権
佐
輔
長

佐
員
從
朝
臣

督
隆
眞
卿

左
兵
衛
府
、
府
生

府
生

志

尉

志

尉

權
佐
時
香
朝
臣
、

督
兼
連
朝
臣
〔
以
上
巻
纓
／
綏
帶
二
弓
箭
一、〕

公
卿
、
式
部
權
大
輔
、
裏
松
宰
相
、
花
山
院
中
納
言
、
新
源
中
納
言
、
姉
小
路
中
納

言
、
正
親
町
中
納
言
、
權
中
納
言
、
醍
醐
大
納
言
、
萬
里
小
路
大
納
言
、
源
大
納

言
、
今
出
河
大
納
言
、
内
大
臣
、
右
大
臣
、
余

（
基
熙
）
公
卿
悉
歩
二
列

筵
道
左
方
一、

左
右
近
衛
、
近
衛

近
衛

府
生

府
生

將
曹

將
曹

將
監

將
監

右
少
將
博
意
朝
臣

左
少
將
季
祿
朝
臣

右
中
將
實
陰
朝
臣

左
中
將
爲
綱
朝
臣

公
晴
朝
臣

隆
安
朝
臣

爲
經
朝
臣

雅
豐
朝
臣

右
大
將

左
大
將
巻
纓

同
右

老
懸
縫
腋
弓
箭
、

大
將
、

寶﹅

剱﹅

雅
博
王
、
神﹅

璽﹅

基
輔
朝
臣

實
久
朝
臣〔
兩
人
行
二
筵
道
上
一
、
各
淺
沓
、〕

關﹅

白﹅

淺
沓
歩
二

筵
道
上
一

、
鈴
、

少
納
言
行
豊
朝
臣
、
漏
剋
、
賀
茂
友
親
、
版
位
、
中
務
少
輔
職
永
、
内
豎
康
布

歩
二
筵

道
左
一

、

右
兵
衛
府
、
督
、
隆
慶
卿
、
佐
尹
隆
、

尉尉

志志

府
生

府
生

右
衛
門
府
、
督
、
時
成
卿
、
權
佐
輝
長
、
尉尉

志志

辨
、
韶
光
朝
臣
、
外
記
、
師
庸
朝
臣
、
史
、
季
連
宿
禰
、
史
生
、
官
掌

ⓑ
一
、
抑
今
度
剱﹅

璽﹅

渡﹅

御﹅

之﹅

事﹅

不
レ
得
二
其
意
一。
當
時
稱
二
新﹅

帝﹅

御﹅

所﹅

一
者
爲
二
中﹅

宮﹅

御﹅

所﹅

一。

去
正
月
東
宮
移
御
之
後
、
中
宮
令
レ
退
二
出
里
御
所
一
給
。
而
舊﹅

主﹅

新﹅

帝﹅

同﹅

殿﹅

歟
。

當
時
中
宮
御
所

禁
裏
槨
内
也
、
如
レ
此
時
、
内
々
以
二
内
侍
一
被
レ
渡
二
剱
璽
一
古
今
之
定
例
也
。
且
又
於
二

新
帝
作
法
一
者
、
卽
舊
主
御
所
、
紫
宸
清
涼
等
之
殿
不
レ
改
二
御
装
束
一
而
被
レ
行
レ
之
。

舊
主
新
主
御
在
所
難
レ
辨
之
、
加
此
剱﹅

璽﹅

廻
槨
外
條
不
レ
知
二
其
子
細
一。
世
間
之
人
知

不
レ
知
共
以
難
二
此
事
一。
出
二
叡
慮
一
歟
。
爲
二
關
白
一
指
南
歟
、
不
レ
知
二
其
源
一、
又

依
レ

爲
二

同
殿
儀
一

賢
所
無
二

渡
御
一、
子
細
爲
二

參
差
一

者
歟
。
凡
當
時
之
體
一
向

雖
レ
緘
レ
口
恥
後
代
嘲
哢
而
已
。
又
今
日
供
奉
人
々
經
二
閑
道
一
歸
參
之
路
、
昨
日
俄

中
宮
與
二
禁
裏
一
ノ
中
垣
ヲ
破
、
對
二
屋
下
屋
等
一
經
二
左
道
之
閑
路
一
歸
參
了
。
不
可

説
々
々
。

こ
の
う
ち
、
ⓑ
に
よ
れ
ば
、
そ
の
こ
ろ
「
旧
主
」
霊
元
上
皇
と
「
新
主
」
東
山
天
皇
は
、
禁

裏
構
内
の
「
中
宮
御
所
」
に
同
殿
し
て
お
ら
れ
た
か
ら
、
か
よ
う
な
時
は
、
内
侍
の
手
で
「
剣

東
山
天
皇
御
即
位
図
屏
風
の
左
雙
は
霊
元
上
皇
の
譲
位
移
徙
御
幸
図
（
所
）
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璽
を
渡
御
」
さ
れ
る
の
が
「
古
今
の
定
例
」
だ
と
い
う
。

し
か
し
な
が
ら
、
ⓐ
に
よ
れ
ば
、
当
日
「
剣
璽
渡
御
行
列
」
が
行
わ
れ
、
公
卿
と
関
白
の
間

に
、
雅
光
王
の
捧
ず
る
「
宝
剣
」
と
、
持
明
院
基
輔
・
正
親
町
三
条
実
久
の
棒
ず
る
「
神
璽
」

が
並
ぶ
行
列
と
な
っ
て
い
る
。
け
れ
ど
も
、
こ
れ
で
は
屏
風
左
雙
の
行
列
と
全
く
合
わ
な
い
か

ら
、
そ
れ
を
剣
璽
渡
御
の
行
列
図
と
み
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

六
、
左
雙
は
霊
元
上
皇
の
譲
位
移
徙
行
列

そ
こ
で
、
一
た
ん
行
き
詰
ま
り
、
展
覧
会
実
行
委
員
の
吉
野
健
一
氏
と
会
っ
て
話
す
う
ち
に
、

こ
れ
は
右
雙
に
描
か
れ
る
四
月
二
十
八
日
の
即
位
式
を
見
物
す
る
た
め
、
霊
元
上
皇
が
仙
洞
御

所
か
ら
内
裏
へ
御
幸
さ
れ
た
際
の
行
列
を
描
い
た
も
の
か
も
し
れ
な
い
と
仮
定
し
た
。
し
か

し
、『
霊
元
天
皇
実
録
』
の
同
日
条
（
刊
本
四
七
四
頁
）
を
み
て
も
「
東
山
天
皇
ノ
御
即
位
ニ
依

リ
禁
裏
ニ
御
幸
ア
ラ
セ
ラ
ル
」
と
の
綱
文
を
立
て
て
『
院
中
番
衆
所
日
記
』
を
引
く
が
、
そ
の

行
列
次
第
は
屏
風
の
左
雙
と
一
致
し
な
い
。

よ
っ
て
、
再
び
考
え
直
す
た
め
、
霊
元
天
皇
と
東
山
天
皇
の
『
実
録
』
を
通
覧
し
た
と
こ
ろ
、

三
月
二
十
一
日
（
譲
位
）
と
四
月
二
十
八
日
（
即
位
式
）
の
間
の
三
月
二
十
六
日
条
（
前
者
刊

本
四
六
二
〜
三
頁
）
に
、
霊
元
上
皇
が
「
仙
洞
御
所
ニ
移
徙
ア
ラ
セ
ラ
ル
。
…
…
。」
と
の
綱
文

を
立
て
、『
院
中
番
衆
所
日
記
』
を
引
く
中
に
、
次
の
ご
と
く
記
さ
れ
て
い
る
。

Ⓒ
貞
享
四
年
三
月
廿
六
日
、
快
晴
。
今
日
仙﹅

洞﹅

御﹅

移﹅

徙﹅

御﹅

幸﹅

也
。
巳
刻

入
御
、
兼
日
當
日
之
儀
、

藏
人
右
中
辨
頼
重
奉
行
之
、
禁
中
之
儀

不
レ

記
レ

之
。
先
出﹅

車﹅

一
兩
入
二
四
足
門
一
寄
二
弘
御
所
東
面
面
一。

車
寄
假
庇
打

板
兼
設
レ

之
。
次
供
奉
殿
上
人
入
二
同
門
一
列
二
立
西
側
一。
北
上

東
面
。
次
公
卿
入
二
中
門
一
列
二
立
北

側
一。
北
上

東
面
。
次
寄
二
御
車
於
弘
御
所
之
南
階
一。
階
隱
之
間
、
御

車
寄
設
レ

之
。
御﹅

車﹅

過
二
御
於
殿
上
人
・
公
卿

等
前
一
之
時
、
各
蹲
居
。
下
二
御
於
御
車
一
入
二
御
于
簾
中
一。
女
中

供
奉
。
供
奉
之
公
卿
以
下
經
二

本
路
一
退
下
、
於
二
便
所
一
有
二
御
粥
一
獻
之
儀
一。

ⓓ

路
頭
之
儀

童
子
二
人
、
舎
人
二
人
、
各
二

行
、

出﹅

車﹅

車
副
二
人
、
榻
持
、
棧
持
、
掛
杖
持
、
雨
皮
持
、

各
二

行
。
／
殿﹅

上﹅

人﹅

藤
原
兼
仍
、
小
隨
身

小
隨
身

沓
持

笠
持

清
原
宣
通
、
布
衣

布
衣

沓
持

笠
持

兼
成
、
同同

同同

實
松
、
小
隨
身

小
隨
身

同同

徳
忠
、
布
衣

布
衣

同同

尹
隆
、
小
隨
身

小
隨
身

同同

相
起
、
布
衣

布
衣

同同

宣
定
、

同同

同同

隆
長
小
隨
身

小
隨
身

同同

輔
長
、
同同

同同

季
盛
、
同同

同同

頼
重
、
布
衣

布
衣

同同

公
光

朝
臣
、
小
隨
身

小
隨
身

同同

兼
供
朝
臣
、
布
衣

布
衣

同同

公
前
朝
臣
、
小
隨
身

小
隨
身

同同

實
字
朝
臣
、
同同

同同

公
晴
朝
臣
、
同同

同同

隆
安
朝
臣
、
同同

同同

爲
經
朝
臣
、
同同

同同

行
豊
朝
臣
、
布衣

布衣

同同

時
方
朝
臣
、
同同

同同

兼
連
朝
臣
小
隨
身

小
隨
身

同同

俊
方
朝
臣
、
布
衣

布
衣

同同

基
勝
朝

臣
、
小
隨
身

小
隨
身

同
各
二

同
行

／
公﹅

卿﹅

、
小
隨
身

小
隨
身

實
久
朝
臣
、
小
隨
身

小
隨
身

沓
持

笠
持

如
木

如
木

裏
松
宰
相
、

布
衣

布
衣

沓
持

笠
持

小
隨
身

小
隨
身

右
衛
門
督
、
小
隨
身

小
隨
身

沓
持

笠
持

諸
大
夫
同
衛
府
長
新
源
中
納
言
、

布
衣

布
衣

同同

沓
持

笠
持

諸（

大マ

夫
同
衛
府
長
新
源
中
納マ

言）

、
布
衣

布
衣

同同

沓
持

笠
持

如
木

如
木

姉
小
路
中

納
言
、
布
衣

布
衣

同同

沓
持

笠
持

如
木

如
木

正
親
町
中
納
言
、
布
衣

布
衣

同同

沓
持

笠
持

諸
大
夫
同
衛
府
長

醍
醐
大
納
言
、
布
衣

布
衣

同同

沓
持

笠
持

如
木

如
木

萬
里
小
路
大
納
言
、
布
衣

布
衣

同同

沓
持

笠
持

諸
大
夫

同
同
、
隨
身

隨
身

同同

左
大
將
同同

番
頭

番
頭

同同

同同

沓
持

笠
持

笠
持

笠
持

同

諸
大
夫
同
、
隨
身

隨
身

同同

右
大
臣
、
隨
身

隨
身

隨
身

同
沓
持

笠
持

御
隨
身
、
藤
原
武
濟

下
毛
野
武
有

身
人
部
清
昌

源

武
矩

身
人
部
清
定

秦

武
重

童子

童子

同同

舎
人

舎
人

同同
／
御﹅

車﹅

、
御
車
副

御
車
副

同同

同同

同同

棧
持

榻
持

掛
杖
持

雨
皮
持

下
﨟
隨
身
、
秦

武

和
藤
原

信友

秦

武
貞

身
人
部
清
高

身
人
部
重
長

下
毛
野
武
辰

廳﹅

官﹅

、
正
直

召
次
、
藤
原
勝
久

大
神
景
村

多

久
音

藤
原
宗
益

紀

氏
親

宗
岡
季
行

御

廐
別
當
諸
大
夫
同
衛
府
長
今
出
川
大
納
言
、
布
衣

布
衣

同同

沓
持

笠
持

御
後
官
人
、
看
督
長

看
督
長

火
長

火
長

章
成
、
沓
持

笠
持

諸
大
夫
、
同
、
同
、
同
同
隨
身

隨
身

同同

攝﹅

政﹅

、
同同

同同

同同

沓
持

笠
持

番

頭
八
人
群
行
、

こ
の
う
ち
、
Ⓒ
に
よ
れ
ば
、
霊
元
上
皇
は
「
禁
中
」
か
ら
「
仙
洞
御
所
」
へ
「
移
徒
御
幸
」

の
た
め
、「
御
車
」
に
乗
っ
て
「
弘
御
所
」
に
入
ら
れ
た
。
そ
の
仙
洞
（
院
）
御
所
は
、『
基
熙

公
記
』
同
日
条
（
刊
本
四
六
五
頁
）
に
「
院
御
所
者
、
後
水
尾
院
御
在
所
、
年
来
為
二
東
宮
御
所
一、

今
度
少
々
従
二
武
家
（
幕
府
）
一
御
殿
等
被
二
造
添
一。」
と
み
え
、
現
在
の
京
都
御
所
の
東
南
に

あ
る
大
宮
御
所
の
南
空
地
に
、
そ
の
名
残
を
留
め
る
。

皇
學
館
大
学
研
究
開
発
推
進
セ
ン
タ
ー
紀
要

第
三
号
（
平
成
二
十
九
年
三
月
）

― 280―



ま
た
ⓓ
に
よ
れ
ば
、
こ
の
移
徙
御
幸
の
「
路
頭
」
行
列
は
、「
出
車
」
を
先
頭
に
、「
殿
上
人
」

二
十
四
人
と
「
公
卿
」
十
二
人
が
各
々
随
身
ら
と
並
び
、
そ
の
後
に
上
皇
の
「
御
車
」
が
続
き
、

末
尾
に
「
庁
官
」
や
「
摂
政
」
な
ど
が
従
っ
て
い
る
。

こ
れ
を
、
屏
風
の
左
雙
に
描
か
れ
る
行
列
の
次
第
と
対
比
す
る
に
（
佐
野
真
人
氏
に
現
物
を
再

確
認
し
て
も
ら
っ
た
）、
一
致
し
て
い
る
。

ま
ず
右
下
の
「
四
足
門
」
に
立
派
な
「
出
車
」
が
入
ろ
う
と
し
て
い
る
。
つ
い
で
「
殿
上
人
」

が
二
列
で
十
二
組
・
二
十
四
人
、
お
よ
び
「
公
卿
」
が
一
列
十
一
組
・
十
二
人
が
随
身
ら
と
並

び
、
さ
ら
に
左
上
の
御
門
前
辺
り
か
ら
後
に
「
御
車
」（
檳
榔
毛
の
牛
車
）
が
続
き
、
末
尾
に
「
摂

政
」
の
姿
も
見
え
る
。
全
体
と
し
て
ⓓ
の
記
録
と
符
号
す
る
の
で
、
こ
れ
は
霊
元
上
皇
が
譲
位

さ
れ
た
と
き
の
行
列
図
と
推
断
し
て
よ
い
と
思
わ
れ
る
。

七
、
屏
風
の
作
成
と
行
列
沿
道
の
描
写

し
か
ら
ば
、
こ
の
屏
風
は
ど
の
よ
う
に
し
て
作
成
さ
れ
た
の
だ
ろ
う
か
。
そ
の
情
報
は
屏
風

に
何
も
書
か
れ
て
い
な
い
。
け
れ
ど
も
、
今
秋
の
展
覧
会
の
展
示
実
行
に
最
も
貢
献
し
た
前
記

の
吉
野
健
一
氏
が
、
十
一
月
六
日
の
京
セ
ラ
美
術
館
に
お
け
る
講
演
会
で
、
こ
の
屏
風
に
つ
い

て
詳
し
く
解
説
し
、
次
の
よ
う
な
参
考
資
料
を
紹
介
さ
れ
た
。

貞
享
四
年
十
一
月
朔
日
丙
子
、
は
る

（
晴
）

ゝ
。
本
院
（
霊
元
上
皇
）
よ
り
御
し
よ
く

（
即
）

位
の
づ（
図
）、

く
は

（
詳
）

し
く
か
ゝ
（
画
）

せ
あ（
上
）げ

ら
る
べ
き
よ
し
、
左
府
（
近
衛
基
熙
）
へ
仰
に
て
、
…
…
け
ふ
（
今
日
）

、

わ
が
身
（
基
熙
正
室
の
常
子
内
親
王
）
も（
持
）ち

て
ま
い
（
参
）

る
。
御
き
げ
ん

（
気
嫌
）

の
事
也
。
し
ほ
ら
し
く

絵
に
か（

画
）き

て
何
も
〳
〵
こ
ま
（
細
）

か
に
か（
画
）ゝ

せ
あ
げ
ら
れ
、
し
ゆ
び

（
首
尾
）

よ
く
御
前
も
御
に
ぎ
〳
〵

（
賑
々
）

し
さ
、
女
中
衆
も
う
ち
（
内
）

よ
り
な
が
（
眺
）

め
給
ふ
。
こ
と
（
殊
）

の
ほ
か
ま
ん
ぞ
く

（
満
足
）

が
り
也
。
…
…
。

右
の
記
事
は
、
左
大
臣
近
衛
基
熙
の
正
室
で
あ
り
、
後
水
尾
天
皇
の
第
十
五
皇
女
（
品
宮
・

无
上
法
院
）
常
子
内
親
王
（
四
十
六
歳
）
が
綴
ら
れ
た
『
无
上

（
む
じ
ょ
う
）法

院
殿
御
日
記
』（
東
大
史
料
編

纂
所
本
）
に
み
え
る
（『
明
正
天
皇
実
録
』
刊
本
三
〇
二
頁
所
引
）。

こ
れ
に
よ
れ
ば
、
東
山
天
皇
（
十
三
歳
）
即
位
式
が
四
月
二
十
八
日
に
行
わ
れ
た
後
、
霊
元

上
皇
（
三
十
四
歳
）
が
近
衛
左
大
臣
（
四
十
歳
）
に
「
御
即
位
の
図
」
を
詳
し
く
画
い
て
上
進

す
る
よ
う
仰
せ
ら
れ
た
。
そ
れ
か
ら
約
半
年
後
の
今
日
出
来
あ
が
っ
て
き
た
の
で
、
常
子
内
親

王
が
異
母
姉
明
正
上
皇
（
六
十
四
歳
）
の
も
と
へ
持
参
し
た
と
こ
ろ
、
大
い
に
満
足
げ
で
あ
っ

た
と
い
う
（
そ
の
後
、
霊
元
上
皇
の
も
と
へ
届
け
ら
れ
た
か
）。

た
だ
、
厳
密
に
思
え
ば
、
常
子
内
親
王
が
持
参
し
た
の
は
「
御
即
位
の
図
」
で
あ
る
か
ら
、

そ
れ
が
当
屏
風
の
右
雙
だ
と
し
て
も
、
霊
元
上
皇
の
「
仙
洞
御
所
移
徙
御
幸
」
を
描
い
た
左
雙

は
、
別
の
経
緯
で
作
成
さ
れ
て
、
結
果
的
に
一
対
と
な
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

こ
の
左
雙
で
興
味
深
い
の
は
、
行
列
の
沿
道
に
市
井
の
人
々
が
座
り
見
物
を
し
て
い
る
こ
と

で
あ
る
。
裃
を
着
た
男
性
の
み
な
ら
ず
、
僧
侶
も
婦
人
も
幼
い
子
供
ま
で
も
見
受
け
ら
れ
る
。

こ
れ
が
実
際
に
あ
り
え
た
こ
と
は
、『
基
熙
公
記
』
同
年
四
月
二
十
八
日
（
即
位
式
当
日
）
条
に
、

「
宸
儀
（
天
皇
の
御
姿
）
初
見
〔
…
…
南
門
外
雑
人
如
二
雲
霞
一。
階
下
次
将
称
二
警
蹕
一
歟
。
其
声

不
二
分
明
一。
…
…
〕」
と
い
う
騒
が
し
い
状
況
だ
っ
た
と
い
う
。
こ
れ
よ
り
六
〇
年
近
い
前

（
一
六
二
九
）
の
明
正
女
帝
の
御
即
位
式
図
屏
風
な
ど
に
も
描
か
れ
て
い
る
よ
う
に
、
京
都
の

庶
民
に
と
っ
て
、
宮
廷
の
儀
式
や
行
列
は
、
楽
し
み
な
見
物
の
対
象
だ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

尚
、
屏
風
の
確
認
や
校
正
な
ど
に
尽
力
さ
れ
た
佐
野
真
人
氏
に
感
謝
の
意
を
表
す
る
。

（
平
成
二
十
八
年
十
二
月
二
日
稿
）
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献
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古
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授
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学
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東
山
天
皇
御
即
位
図
屏
風
の
左
雙
は
霊
元
上
皇
の
譲
位
移
徙
御
幸
図
（
所
）
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成
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屏風左雙：霊元天皇、貞享 4年(1687) 3 月21日、譲位により仙洞(上皇)御所へ移徙の行列

屏風右雙：東山天皇、貞享 4年(1687) 4 月28日、紫宸殿と南庭で挙行された即位式の全景

（上部：御車） （下部：出車）

（下部：承明門） （上部：高御座）


